
一般ゴムの特性と用途

ゴムの種類
（ASTM略語）

天然ゴム
（NR）

合成天然ゴム
（IR）

スチレンゴム
（SBR）

ブタジエンゴム
（BR）

クロロプレンゴム
（CR）

ブチルゴム
（IIR）

ニトリルゴム
（NBR）

化学構造 ポリイソプレン ポリイソプレン ポリブタジエン ポリクロロプレンブタジエン・スチレン
共重合体

イソブチレン・イソプレン
共重合体

ブタジエン・アクリロ
ニトリル共重合体

純
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ム
の
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質

物
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的
性
質
お
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性

耐
酸・耐
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リ
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耐
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剤
性

比重

主な特徴

ムーニー粘度ML1+4（100℃）

引張強さ(Mpa)

硬さ範囲

伸び(%)

耐老化性

耐寒性（脆化温度℃）

反ぱつ弾性

耐光性

引裂性

耐摩耗性

耐オゾン性

耐炎性

電気絶縁（Ω㎝）
（体積固有抵抗）

耐放射線性

耐ガス透過性

ガソリン・軽油

ベンゼン・トルエン

トリクレン

アルコール

耐屈曲亀裂性

耐熱性（℃）

エーテル

ケトン(MEK)

酢酸エチル

水

有機酸

高濃度無機酸

低濃度無機酸

高濃度アルカリ

低濃度アルカリ

主な用途
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もっともゴムらし
い弾性を持ち、耐
摩耗性などの機械
的性質がよい。

天然ゴムとほとん
ど同じ性質を持
ち、安定している

天然ゴムより耐摩
耗性、耐老化性が
よい。価格も安
価。

天然ゴムより弾性
がよく、耐摩耗性
も優れている。

耐候性、耐オゾン
性、耐熱性、耐薬
品性など平均した
性質を持つ。

耐候性、耐オゾン
性、耐ガス透過性
がよく、極性溶剤
に耐える。

耐油性、耐摩耗
性、耐老化性がよ
い。

自動車とくに大型
自動車タイヤ、産
業用トラクタータ
イヤ、履物、ホー
ス、ベルト、空気
バネなど一般用お
よび工業用品。

自動車タイヤ、航
空機タイヤをはじ
めとして、天然ゴ
ムの使われるほと
んどの所に代用さ
れる。

自動車タイヤ、履
物、ゴム引布、運
動用品、床タイ
ル、バッテリーケ
ースベルトなどの
工業用品および一
般用ゴム製品。

自動車タイヤ、航
空機タイヤ、履
物、防振ゴム、籾
すりロール、ベル
ト、ホースなどの
工業用品、プラス
チック改質剤とし
てなど。

電線被覆、コンベ
アベルト、防振ゴ
ム、窓枠ゴム、接
着剤、ゴム引布お
よび一般工業用
品、塗料など。

自動車タイヤのイ
ンナーチューブ、
キュアリングバッ
グ、ルーフィン
グ、電線被覆、窓
枠ゴム、スチール
ホース、耐熱コン
ベアなど。

オイルシール、ガ
スケット、耐油ホ
ース、コンベアベ
ルト、印刷ロー
ル、紡績用トップ
ロールなどの耐油
性品。

◎：優れている　○：よい　△：あまりよくない　×：わるい

※表中の判定は主としてポリマーによる特性であり、配合処方により異なる場合があります。実機試験などでご確認のうえご使用ください。

1/2



一般ゴムの特性と用途

ゴムの種類
（ASTM略語）

エチレンプロピレンゴム
（EPM・EPDM）

ハイパロン
（CSM）

アクリルゴム
（ACM・ANM）

ウレタンゴム
（U）

シリコーンゴム
（Q）

フッ素ゴム
（FKM）

パーフロロ
エラストマー

化学構造 ポリウレタン ポリシロキサン 弾性体ポリフロンアクリル酸アルキ
エステル共重合体

クロロスルフォン化
ポリエチレン

エチレンプロピレン
共重合体（三元共重合体）

6ふっ化プロピレン・ふっ
化ビニリデン共重合体
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主な特徴

ムーニー粘度ML1+4（100℃）

引張強さ(Mpa)

硬さ範囲

伸び(%)

耐老化性

耐寒性（脆化温度℃）

反ぱつ弾性

耐光性

引裂性

耐摩耗性

耐オゾン性

耐炎性

電気絶縁（Ω㎝）
（体積固有抵抗）

耐放射線性

耐ガス透過性

ガソリン・軽油

ベンゼン・トルエン

トリクレン

アルコール

耐屈曲亀裂性

耐熱性（℃）

エーテル

ケトン(MEK)

酢酸エチル

水

有機酸

高濃度無機酸

低濃度無機酸

高濃度アルカリ

低濃度アルカリ

主な用途
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耐老化性、耐オゾ
ン性、極性溶剤に
対する抵抗性、電
気的性質がよい。

耐老化性、耐オゾ
ン性、耐候性、耐
薬品性、耐摩耗性
がよい。

高温における耐油
性がよい。

機械的な強度がと
くに優れている。

高度の耐熱性と耐
寒性をもってい
る。耐油性も良
い。

最高の耐熱性と耐
薬品性をもってい
る。

フッ素ゴム中、最
も不活性で、耐
油、耐薬品、耐溶
剤性に優れる。

電線被覆、自動車
のウェザーストリ
ップ、窓枠ゴム、
スチールホース、
コンベアベルトな
ど。

耐候性塗料、耐食
性塗料、タンクラ
イニング、屋外用
引布、耐食性パッ
キン、耐熱耐食ロ
ールなど。

自動車のトランス
ミッション、クラ
ンクシャフト関係
のパッキンやシー
ル、バルブステム
オイルデフレクタ
ーなど。

工業用ロール、ソ
リッドタイヤ、ベ
ルト、高圧パッキ
ン、カプリング、
ダイパッドなどの
強力な力のかかる
もの。

パッキン、ガスケ
ット、オイルシー
ル、工業用ロール、
防振ゴムなどの耐
熱・耐寒性の用途。
電気絶縁、医療用。
シーラント、ポッ
ティング (RTV)。

耐熱、耐油、耐化学薬
品を必要とするミサイ
ル、ロケットなどのパ
ッキン。化学工場の耐
食パッキン、ガスケッ
ト、ダイヤフラム、タ
ンクライニング、ホー
ス、ポンプ部品など。

理化学機器などの
分析関係。ポン
プ、印刷機械等の
パッキン、オイル
シールなど。耐薬
品、耐溶剤用途の
化学工業。半導体
製造関係など。

※表中の判定は主としてポリマーによる特性であり、配合処方により異なる場合があります。実機試験などでご確認のうえご使用ください。
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◎：優れている　○：よい　△：あまりよくない　×：わるい


